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尚
絅
大
学
国
語
教
育
学
会
の
設
立
の
御
挨
拶

│ 

黎
明
の
境
界
を
越
え
て 

│

　

お
か
げ
さ
ま
で
今
年
度
で
尚
絅
学
園
が
創
立
さ
れ
て
か
ら
百
二
十
七
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
尚
絅
大
学
も
昭
和

五
十
年
に
文
学
部
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
丸
四
十
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
文
学
部
も
平
成
十
八

年
に
文
化
言
語
学
部
と
改
称
し
衣
替
え
を
図
る
一
方
、
生
活
科
学
部
も
設
立
し
て
、
本
学
部
は
学
園
の
発
展
の
一

翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。
日
本
文
学
関
係
も
文
学
部
国
文
学
科
か
ら
文
化
言
語
学
部
文
化
言
語
学
科
日
本
コ
ー
ス
、

同
学
科
日
本
文
化
・
日
本
文
学
コ
ー
ス
、
同
学
科
日
本
文
学
・
言
語
コ
ー
ス
、
そ
し
て
今
年
度
か
ら
同
学
科
日
本

文
学
・
日
本
語
コ
ー
ス
へ
と
名
称
の
変
更
を
重
ね
な
が
ら
、
粛
々
と
国
語
教
育
の
教
員
養
成
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
毎
年
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
何
人
も
の
卒
業
生
が
教
育
界
に
羽
ば
た
い
て
お
り
ま
す
。

　

他
の
卒
業
生
も
県
内
を
中
心
に
各
界
に
進
出
し
、
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
教
育
界
の
方
面
で
は
、
異
動
も

多
く
、
学
部
の
同
窓
会
で
も
そ
の
実
情
が
な
か
な
か
掴
め
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、「
国
語
」

「
書
道
」
の
教
職
に
就
い
て
い
る
、
中
学
高
校
（
含
む
小
学
校
、
特
殊
学
校
、
学
校
図
書
館
司
書
等
）
の
教
員
の

把
握
に
努
め
、
続
い
て
は
「
英
語
」
等
の
教
員
の
消
息
確
認
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
昨
年
の
十
一
月
二
十
三
日
に
第
一
回
尚
絅
大
学
国
語
教
育
学
会
の

総
会
を
慎
ま
し
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
新
た
な
出
発
点
と
し
て
、
尚

絅
大
学
卒
業
生
の
、
教
育
界
へ
の
足
が
か
り
と
会
員
相
互
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ま
た
、
教
育
現
場
で
の
質
的
向
上
に
も
役
立
つ
よ
う
に
、
会
員
相
互
の
切
磋
琢
磨
を
働
き
か
け
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
関
係
皆
さ
ま
の
今
度
の
御
助
力
・
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

平
成
二
十
七
年
三
月

尚
絅
大
学
国
語
教
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